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現業統一闘争に関する要求書 

 

 日頃、大阪市における学校給食事業並びに、給食調理員の勤務労働条件改善に努力されて

いる貴教育委員会に敬意を表します。 

 今なお、新型コロナウィルス感染症が猛威を振るい終息をみせない状況の中、長く続く自

粛生活の中で国全体が疲弊し、緊張の糸が途切れようとしています。このような時であるか

らこそ、大阪市として有事における体制を整え、危機管理マニュアルの構築をすすめること

は、喫緊の課題であると考えます。 

 労働安全衛生については、年々真夏日が増え、今年の夏においても猛暑の予想がでており、

常に集中力を求められる厳しい職場環境で業務にあたる給食調理員にとっては、体調管理

が大変困難な状況です。 

 老朽化が進む調理施設は、「安全で安心な職場環境」とは言い難く、いつ重大な事故に繋

がるか分からない環境です。食の安全、職員の安全を第一とした環境を整えることを最重要

事項と考え、「安全で安心な学校給食」をともに築き上げていくことを市教委に求めます。 

 学校現場では、多様化する献立調理業務に加え、書類作成等、調理員の作業量は繁忙を極

めています。昨年より中学校給食も完全実施され、親校・子校の連携や、管理職の学校給食

に対する理解・協力体制作りを市教委に求めます。 

 以下の要求項目に対して、大阪市教育委員会としての誠意ある回答を要求します。 

 

記 

 

1. 学校給食を自治体行政の責任として直営を基本とした体制で行うこと。 

2. 地公労法上の団体交渉権、労働協約締結権を遵守し、賃金・勤務労働条件の変更につい

ては、事前に協議し、誠実な団体交渉により決定すること。また、技能職員が果たして

いる職責をふまえ、職務給の原則に基づいた給料表の構築に向け、給料表構造を抜本的

に改めること。給与制度改革に伴う各級最高号給到達者の勤務実績が昇給に反映され

るように改善すること。 

3. 格付基準（臨時期間・前歴の格付通算を含む）の改善を図るとともに昇格枠の拡大を図

ること。特に、技能労務職 2級昇格条件の改善を図ること。 

4. 地域手当は本給繰り入れを基本に改善を図ること。 



5. 「職員基本条例」に基づく相対評価による給与反映は即時廃止すること。また、人事評

価結果の昇給制度への活用は、給与制度改革の実施に伴い、評価結果が昇給に反映され

ない組合員が多数存在することも踏まえ、慎重に検討を行い十分な交渉・合意により改

善を図ること。人事評価制度については、あくまで人材育成を目的とした制度であるこ

とを十分認識するとともに、職場の実情に応じた評価を行うなど、より納得性の高い評

価制度となるよう引き続き労使協議を行うこと。 

6.  すべての公務災害・職業病を一掃するという強い決意をもって労働基準法・労働安全

法を遵守し、労働安全衛生管理体制の強化・充実をはかること。 

7.  給食が安全に提供でき、また児童生徒が安心して喫食できるよう安全衛生管理体制の

一層の充実をはかること。調理員の健康保持と、食材の安全を確保するため給食室に

空調設置を行うこと。また、老朽化した給食室の改修・改築を直ちに行い、文部科学

省が推進する衛生管理基準に沿うよう職場の環境改善・整備を図ること。 

8.   業務、労働実態に見合う人員配置と要員の確保を行い多様化する献立調理業務に見

合った配置基準とすること。また、年度途中の退職等に伴う欠員の補充は正規職員で

対応すべきで、やむを得ず会計年度職員を配置する場合は、正規職員と同じ勤務時間

とすること。給食調理技術の継承を図るためにも新規採用を行うこと。 

9.   労使関係については、法令を遵守し「労使対等の原則」「相互不介入の原則」「労使自

治の原則」「相互理解の原則」等に基づくこと。 

10.  近年多発している大規模災害の現状を踏まえ、学校施設が避難所となることから避

難所施設の運営、住民に対しての炊き出しなど、災害時における自治体現場力を活用

した危機管理体制を確立すること。また、近隣自治体を含めた災害発生時における職

員の参集基準や労働条件などは労使による協議を行い、早期の復旧・復興が可能とな

る体制を確立し研修訓練を行うこと。 

11.  学校給食調理員に対するあらゆる差別を撤廃すること。 


